
平成１８年（２００６年）１月２９日市　議　会　だ　よ　りこだいら５

一般質問

に
置
く
ほ
か
、
昨
年
度
は
男
女
共
同

参
画
講
座
の
題
材
と
し
て
取
り
上
げ

た
。
ま
た
、
女
性
相
談
カ
ー
ド
を
窓

口
や
女
性
ト
イ
レ
に
置
い
た
り
、
市

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
相
談
業
務
の

広
報
等
に
努
め
て
い
る
。

　

�
母
子
自
立
支
援
員
が
都
の
女
性

相
談
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
て
緊
急

一
時
保
護
を
実
施
す
る
な
ど
、
的
確

な
支
援
に
努
め
て
い
る
。

※
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ

レ
ン
ス
）
と
は

　

配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
、
恋
人
な

ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
、
ま
た
は
あ

っ
た
異
性
に
対
し
て
振
る
わ
れ
る
暴

力
の
こ
と
。

 
立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

�
国
の

先
進
的
な
ニ
ー
ト
支
援
事
業
で
あ
る

若
者
自
立
塾
な
ど
を
研
究
し
て
い
る

か
。

　

�
若
年
者
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
状
況
と
評
価
は
。

　

�
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
も
っ
と
進
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
受
け
入
れ
先

の
拡
充
策
は
。

市
長　

�
今
後
取
り
組
み
の
成
果
が

出
る
と
考
え
る
の
で
、
引
き
続
き
情

報
収
集
に
努
め
た
い
。

　

�
９
月
か
ら
月
１
回
、
現
時
点
ま

で
で
３
回
開
催
し
て
い
る
。
仕
事
探

し
に
役
立
っ
た
と
聞
い
て
お
り
、
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
と
考
え
る
。

教
育
長　

�
商
工
会
や
Ｊ
Ａ
等
に
訪

問
先
の
紹
介
依
頼
を
す
る
な
ど
し
、

拡
充
を
図
っ
て
い
る
。

若
者
の
意
欲
を
は
ぐ
く
む

就

労

支

援

を

国
、
都
、
市
で
同
一
の
基
準
を
定
め

て
い
る
た
め
基
本
的
な
差
は
な
い
。

　

�
将
来
民
営
化
が
必
要
と
し
て
も
、

公
立
保
育
園
が
果
た
す
べ
き
役
割
に

は
大
き
い
も
の
が
あ
る
の
で
、
十
分

な
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

　

�
行
政
サ
ー
ビ
ス
全
体
と
し
て
は
、

市
が
直
接
行
う
べ
き
役
割
の
見
直
し

を
行
う
と
と
も
に
、
民
間
で
十
分
に

行
え
る
こ
と
は
民
間
に
移
し
て
い
く

こ
と
も
必
要
と
考
え
る
。

 
岩
本
博
子
議
員
（
緑
ネ
）　

�
過
去

５
年
間
に
児
童
相
談
所
で
受
け
た
虐

待
の
件
数
は
。

　

�
児
童
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
の
準
備
状
況
は
。

　

�
教
育
委
員
会
等
と
の
連
携
が
必

要
だ
が
、
取
り
組
み
と
課
題
は
。

市
長　

�
虐
待
の
通
告
や
相
談
は
延

べ　

件
で
あ
る
。

２０４

　

�
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
代
表
者
機
関

と
な
る
子
育
て
支
援
協
議
会
で
協
議

を
行
っ
て
お
り
、
平
成　

年
度
ま
で

１９

に
実
務
者
会
議
や
ケ
ー
ス
検
討
会
議

を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

�
現
在
、
小
・
中
学
校
に
お
い
て

は
、
学
校
、
児
童
相
談
所
、
地
区
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
中
心
と
な

っ
て
対
応
し
て
い
る
が
、
今
後
は
子

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
も
加
わ
り
、

虐
待
防
止
の
体
制
を
強
化
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

 
苗
村
洋
子
議
員
（
緑
ネ
）　

�
Ｄ
Ｖ

の
相
談
件
数
に
変
化
は
あ
る
か
。

　

�
Ｄ
Ｖ
が
人
権
侵
害
で
あ
る
こ
と

や
相
談
窓
口
の
周
知
方
法
は
。

　

�
Ｄ
Ｖ
被
害
者
へ
の
支
援
策
は
。

市
長　

�
平
成　

年
度
は　

件
、　

１４

８５

１５

年
度
は　

件
、　

年
度
は　

件
と
な

１０８

１６

８７

っ
て
い
る
。

　

�
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
チ
ラ
シ
を
窓
口

子
ど
も
へ
の
虐
待
防
止
の

取

り

組

み

を

 
Ｄ 
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

※バ
イ
オ
レ
ン
ス
）を
な
く
す
た
め
に

に
と
ら
え
て
い
る
か
。

　

�
栄
養
士
や
Ｊ
Ａ
等
が
参
加
し
て

い
る
地
場
農
産
物
活
用
の
た
め
の
連

絡
会
の
状
況
は
。

　

�
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
児
童
・

生
徒
数
は
。

　

�
学
校
給
食
現
場
に
お
け
る
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
は
。

教
育
長　

�
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
を
供
給
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、

家
庭
で
の
食
の
実
態
等
か
ら
、
学
校

で
食
育
を
行
う
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。

　

�
地
元
野
菜
導
入
推
進
検
討
会
議

を
立
ち
上
げ
、
Ｊ
Ａ
を
交
え
た
会
議

を
１
回
開
催
し
た
。
生
産
者
を
交
え

た
会
議
も　

月
に
予
定
し
て
い
る
。

１２

　

�
本
年
度
は
小
学
校
が　

人
で
、

１３８

中
学
校
が　

人
で
あ
る
。

８２

　

�
小
学
校
は
除
去
食
や
代
替
食
で
、

中
学
校
で
は
申
し
出
に
よ
り
単
品
と

し
て
除
去
で
き
る
牛
乳
等
に
つ
い
て

対
応
し
て
い
る
。

及
等
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　

�
本
年
３
月
末
現
在
、
協
会
の
外

国
人
登
録
者
数
は　

か
国　

人
で
あ

４４

２２１

り
、
昨
年
度
の
事
業
へ
の
参
加
者
数

は
延
べ
約
千
５
百
人
で
あ
る
。

 
立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

�
食
育

の
観
点
か
ら
学
校
給
食
を
ど
の
よ
う

食
育
の
推
進
と
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
の
対
策
に
つ
い
て

教
育
長　

�
平
成　

年
度
は　

市
で

１６

１３

あ
る
。

 
華
表　

暁
議
員
（
共
産
）　

�
市
内

の
小
・
中
学
生
の
野
球
や
サ
ッ
カ
ー

の
団
体
数
は
。

　

�
工
事
の
完
成
は
い
つ
か
。ま
た
、

完
成
後
、野
球
や
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
、

練
習
に
支
障
は
出
な
い
の
か
。

　

�
工
事
期
間
中
は
、
市
内
に
あ
る

企
業
等
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
積
極
的
に

利
用
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

�
平
成　

年
度
の
校
庭
開

１７

放
登
録
団
体
は
、少
年
野
球　

団
体
、

２２

少
年
少
女
の
サ
ッ
カ
ー　

団
体
で
あ

２５

る
。

　

�
来
年
１
月
末
に
完
成
す
る
予
定

で
、
従
来
ど
お
り
利
用
し
て
も
ら
う

考
え
で
あ
る
。

　

�
第
二
中
学
校
か
ら
協
力
の
申
し

出
が
あ
っ
た
ほ
か
、
職
業
能
力
開
発

総
合
大
学
校
東
京
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
借
り
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も

利
用
団
体
へ
の
影
響
を
考
慮
し
な
が

ら
調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

 
桜
田　

誠
議
員
（
公
明
）　

�
事
務

所
が
あ
る
学
園
西
町
地
域
セ
ン
タ
ー

は
手
狭
な
た
め
、
小
平
元
気
村
お
が

わ
東
に
移
転
し
た
方
が
充
実
し
た
活

動
が
で
き
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

�
年
間
の
事
業
内
容
と
成
果
は
。

　

�
外
国
人
の
参
加
状
況
は
。

市
長　

�
近
く
に
は
一
橋
大
学
小
平

国
際
キ
ャ
ン
パ
ス
も
あ
り
、
ま
た
市

民
に
認
知
さ
れ
て
、
根
づ
い
て
き
た

等
の
理
由
か
ら
現
在
の
場
所
が
最
適

と
考
え
る
。

　

�
日
本
語
教
室
、
英
会
話
等
の
語

学
教
室
、
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
開
催
等
、　

事
業
を
実
施
し
て

２０

い
る
。
延
べ
７
千
６
百
人
の
参
加
が

あ
り
、
国
際
理
解
、
国
際
親
善
の
普

第
十
三
小
学
校
の
芝
生
化
問
題
と

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
確
保
に
つ
い
て

国
際
交
流
協
会
の

充
実
、発
展
の
た
め
に

な
ど
の
環
境
整
備
や
、
読
書
情
報
の

提
供
と
啓
発
等
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
関
係
各
課
で
課
題
解
決
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

�
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
リ
ス
ト
等
を

紹
介
す
る
こ
と
は
、
豊
か
な
読
書
活

動
の
導
入
に
つ
な
が
る
と
評
価
を
得

て
い
る
。
課
題
は
さ
ら
に
読
書
相
談

等
を
充
実
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

市
長　

�
地
域
セ
ン
タ
ー
で
は
本
に

親
し
ん
で
も
ら
う
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

し
て
い
る
が
、
本
等
を
汚
し
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
飲
食
の
際
は

ロ
ビ
ー
の
利
用
を
お
願
い
し
て
い
る
。

 
斉
藤　

進
議
員
（
フ
ォ
）　

�
小
・

中
学
校
に
嘱
託
等
の
専
任
司
書
を
配

置
し
て
、
そ
の
効
果
を
検
証
す
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

　

�
市
長
の
公
約
に
は
、
専
任
司
書

の
配
置
に
つ
い
て
も
視
野
に
入
れ
る

と
あ
る
が
ど
う
か
。

　

�
多
摩
各
市
に
お
け
る
専
任
司
書

の
配
置
状
況
は
。

教
育
長　

�
当
面
、
配
置
す
る
予
定

は
な
い
が
、
中
央
図
書
館
に
学
校
図

書
館
相
談
員
等
を
配
置
し
、
学
習
情

報
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
持
た
せ
た
い
。

ま
た
、
相
談
員
に
は
図
書
館
担
当
教

諭
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
研
修
・
相
談

も
行
わ
せ
た
い
。

市
長　

�
予
定
し
て
い
た
学
校
図
書

館
の
蔵
書
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が
完

了
す
る
た
め
、
効
果
的
な
運
用
方
法

を
検
討
し
て
い
る
。

学
校
図
書
館
に
専
任
司
書
を

配
置
し
て
ほ
し
い

な
内
容
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
今
後
と
も
国
や
都
の
動
向
を

見
守
り
た
い
。

 
津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）　

�
小
平

市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
の
今

後
の
進
め
方
は
。

　

�
市
で
実
施
し
て
い
る
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
の
評
価
と
課
題
は
。

　

�
市
内
の
公
共
施
設
の
ロ
ビ
ー
等

に
、
飲
食
可
能
な
読
書
ス
ペ
ー
ス
を

設
置
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

�
図
書
館
や
学
校
図
書
館

本
と
よ
り
親
し
め
る

環
境
を
つ
く
ろ
う

 
木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）　

�
小
・

中
学
校
を　

人
学
級
に
し
た
場
合
、

３０

ク
ラ
ス
数
は
ど
の
く
ら
い
ふ
え
る
か
。

　

�
少
人
数
学
習
の
た
め
の
加
配
教

員
数
は
。

　

�
少
人
数
グ
ル
ー
プ
編
成
に
よ
る

習
熟
度
別
学
習
は
、
何
校
で
行
わ
れ

て
い
る
か
。

　

�
中
央
教
育
審
議
会
の
教
職
員
配

置
等
の
在
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究

協
力
者
会
議
の
最
終
報
告
と
、
そ
れ

を
受
け
て
出
さ
れ
た
答
申
を
ど
う
受

け
と
め
て
い
る
か
。

教
育
長　

�
平
成　

年
５
月
現
在
で

１７

試
算
す
る
と
、小
学
校
が　

学
級
で
、

７８

中
学
校
は　

学
級
の
増
と
な
る
。

３０

　

�
平
成　

年
度
は
、
小
学
校
が　

１７

２０

人
で
、
中
学
校
は　

人
で
あ
る
。

１１

　

�
小
学
校
が　

校
、
中
学
校
は
４

１６

校
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　

�
文
部
科
学
省
は
学
級
編
制
に
関

す
る
自
治
体
の
権
限
に
つ
い
て
今
後

検
討
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的

少
人
数
学
級
の

実
現
に
つ
い
て

 
宮 

照
夫
議
員
（
政
和
）　

�
よ
り

身
近
な
場
所
で
訓
練
を
行
い
、
市
民

意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
に
、
総
合

防
災
訓
練
の
会
場
を
４
か
所
ぐ
ら
い

に
分
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　

�
自
治
会
等
に
よ
る
防
災
訓
練
の

状
況
は
。

　

�
自
治
会
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ

く
り
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
る
と
聞

く
が
、
市
の
協
力
体
制
は
。

　

�
い
っ
と
き
避
難
場
所
へ
の
避
難

方
法
等
を
周
知
す
る
方
策
は
。

市
長　

�
自
主
防
災
組
織
や
自
治
会

の
意
見
を
踏
ま
え
、
警
察
、
消
防
等

と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　

�
昨
年
度
は
、延
べ　

回
で
あ
る
。

４２

　

�
要
望
に
基
づ
い
て
職
員
を
派
遣

し
、
実
践
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
資
器

材
の
貸
し
出
し
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

�
地
域
防
災
訓
練
へ
の
参
加
促
進

を
通
じ
て
、
さ
ら
に
は
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
す
る
な
ど
し
、
今
後
も
引

き
続
き
啓
発
に
努
め
た
い
。

 
橋
本
久
雄
議
員
（
緑
ネ
）　

�
着
上

陸
侵
攻
の
可
能
性
は
あ
る
か
。

　

�
現
行
の
地
域
防
災
計
画
で
対
応

で
き
な
い
の
か
。

　

�
避
難
し
て
来
る
住
民
を
受
け
入

れ
る
計
画
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　

�
国
民
保
護
協
議
会
を
つ
く
る
際

は
、
市
民
な
ど
の
意
見
を
広
く
聞
い

て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

市
長　

�
市
で
の
判
断
は
困
難
な
の

で
、
国
の
基
本
指
針
や
都
の
国
民
保

護
計
画
に
基
づ
き
対
応
し
た
い
。

　

�
緊
急
対
処
事
態
や
、
大
規
模
な

避
難
体
制
・
方
法
等
に
つ
い
て
の
対

地
震
災
害
に
対
す
る

市
民
意
識
の
醸
成
等
に
つ
い
て

国
民
保
護
計
画
は
要
ら
な
い
。

地
域
防
災
計
画
と
の
関
係
は

児
童
・
女
性

児
童
・
女
性

防
災
・
安
全

防
災
・
安
全

ＤＶに関するチラシ（上）と女性相談カード（下）

赤ちゃん絵本リストの紹介（健康センターにて）（上）
と赤ちゃん絵本リスト・図書館案内（下）

�
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

 
津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）　

�
（
仮

称
）
子
ど
も
条
例
を
定
め
る
こ
と
に

対
す
る
市
の
認
識
は
。

　

�
（
仮
称
）
子
ど
も
週
間
を
制
定

す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
や
地
域
に

お
け
る
大
人
の
役
割
を
再
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

�
子
育
て
支
援
協
議
会
の
現
状
と

課
題
は
。

市
長　

�
子
ど
も
条
例
と
ほ
ぼ
同
じ

理
念
や
視
点
に
基
づ
い
た
次
世
代
育

成
支
援
行
動
計
画
を
推
進
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
制
定
す
る
考

え
は
な
い
。

　

�
子
ど
も
週
間
と
ほ
ぼ
同
じ
取
り

組
み
で
あ
る
、
ホ
ッ
と
Ｈ
Ｏ
Ｔ
こ
だ

い
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
イ
事
業
を
実
施

し
て
い
る
の
で
、
こ
の
事
業
を
推
進

（
仮
称
）子
ど
も
条
例
を

子
育
て
支
援
の
柱
に

し
て
い
き
た
い
。

　

�
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
の

実
施
状
況
の
点
検
等
に
関
す
る
協
議

機
関
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
現

在
、
児
童
虐
待
防
止
機
能
の
強
化
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
本
年
度
か

ら
協
議
会
の
検
討
事
項
に
追
加
し
た
。

 
鴨
打
喜
久
男
議
員
（
政
和
）　

�　
２３

区
、　

市
の
民
営
化
状
況
は
。

２６

　

�
公
立
と
私
立
で
、
施
設
や
サ
ー

ビ
ス
等
に
差
は
あ
る
か
。

　

�
正
規
職
員
の
退
職
者
を
補
充
せ

ず
、
最
終
的
に
半
分
の
公
立
保
育
園

を
民
営
化
し
て
は
ど
う
か
。

　

�
民
営
化
に
対
す
る
市
の
考
え
は
。

市
長　

�
す
べ
て
の
区
と　

市
で
、

２０

検
討
な
い
し
実
施
を
し
て
い
る
。

　

�
施
設
の
設
置
や
運
営
内
容
等
は
、

構
造
改
革
に
よ
る
保
育
園
民
営
化
で

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
実
現
を

教
育
・
文
化

教
育
・
文
化

策
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
対

応
で
き
な
い
と
考
え
る
。

　

�
他
の
自
治
体
と
の
連
携
を
踏
ま

え
た
、
広
域
的
な
受
け
入
れ
体
制
の

構
築
が
必
要
に
な
る
。

　

�
法
令
や
都
の
事
例
を
踏
ま
え
つ

つ
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

 
佐
藤　

充
議
員
（
共
産
）　

�　

月
１０

に
合
意
さ
れ
た
在
日
米
軍
再
編
の
中

間
報
告
に
対
す
る
見
解
は
。

米
軍
横
田
基
地
の
再
編
、強
化
と

市
民
の
安
全
に
つ
い
て

　

�
基
地
に
近
い
が
、
市
民
の
安
全

と
騒
音
公
害
へ
の
対
策
は
。

　

�
基
地
周
辺
自
治
体
の
首
長
は
再

編
に
反
対
の
意
思
表
明
を
し
て
い
る

が
、
ど
う
連
携
を
進
め
る
か
。

市
長　

�
地
元
負
担
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
国
が
関
係
す
る
地
方
公
共
団

体
と
十
分
に
調
整
を
図
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。

　

�
有
事
の
際
は
、
現
在
策
定
中
の

東
京
都
国
民
保
護
計
画
な
ど
に
基
づ

き
、
避
難
等
の
措
置
を
講
じ
る
。
騒

音
に
つ
い
て
は
、
年
４
回
航
空
機
の

騒
音
測
定
を
実
施
し
て
い
る
が
、
い

ず
れ
も
基
準
値
を
下
回
っ
て
い
る
。

　

�
周
辺
市
町
の
考
え
を
踏
ま
え
、

東
京
都
市
長
会
と
し
て
連
携
で
き
る

こ
と
が
あ
れ
ば
対
応
し
た
い
。


